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 （注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の 

      推移については記載しておりません。 

    ２．売上高には、消費税等は含まれておりません。 

３．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社が存在しないため、記載しておりません。 

４．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載 

  しておりません。 

５．第43期は、決算期変更により平成23年５月１日から平成23年10月31日までの６ヶ月間の変則決算 

  となっているため、第３四半期報告書は作成しておりません。このため、第43期の第３四半期累 

  計期間の記載を省略しております。  

  

 当第３四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。 

  

第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次 
第44期

第３四半期 
累計期間 

第43期

会計期間 
自平成23年11月１日
至平成24年７月31日 

自平成23年５月１日
至平成23年10月31日 

売上高（千円）  8,265,679  4,325,454

経常利益（千円）  2,238,175  892,554

四半期（当期）純利益（千円）  1,297,879  522,429

持分法を適用した場合の投資利益

（千円） 
 ―  ―

資本金（千円）  847,400  847,400

発行済株式総数（千株）  5,488  5,488

純資産額（千円）  8,655,204  7,601,472

総資産額（千円）  10,101,773  9,062,355

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円） 
 245.03  97.89

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円） 
 ―  ―

１株当たり配当額（円）  ―  30.00

自己資本比率（％）  85.7  83.9

回次 
第44期

第３四半期 
会計期間 

会計期間 
自平成24年５月１日
至平成24年７月31日 

１株当たり四半期純利益金額

（円） 
 80.00

２【事業の内容】
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 当第３四半期累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。 

 また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。 

  

 当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。 

  

(1) 業績の概要 

 当社は前事業年度より決算期を４月30日から10月31日に変更しております。これに伴い、当第３四半期累計期

間（平成23年11月１日から平成24年７月31日）に対応する前年同四半期累計期間との業績の状況の比較は記載し

ておりません。  

 当第３四半期累計期間（平成23年11月１日から平成24年７月31日)におけるわが国経済は、復興需要の顕在化に

伴い設備投資や個人消費は緩やかな持ち直しの兆しが見られました。しかしながら、欧州債務問題の長期化を背景

とする円高の高止まり、電力安定供給への懸念等、企業を取り巻く環境は依然として先行き不透明な状況で推移し

ました。  

 医療業界におきましては、平成24年度診療報酬と介護報酬の改定が実施されました。前回に引き続きプラス改定

でありましたが、病院・病床機能の分化、地域連携の強化や在宅医療の充実等を通じて、医療機関は効率的で質の

高い医療の提供を求められております。 

 当社は、医療の効率化や品質向上、地域連携に不可欠な統合系医療情報システムである電子カルテシステムの開

発・販売を中心に事業を展開し、東西のエリア担当が各地域へのきめ細かい営業活動を効率的にかつ積極的に行

い、受注を獲得してまいりました。 

 市場における有力企業数社の競争は激しさを増しているものの、当社は、企業努力を続け、着実に利益の向上と

顧客満足度の向上に努めてまいりました。第３四半期累計期間に計画していた案件がほぼ順調に稼働した結果を受

けまして、売上高は 百万円、利益面におきましては営業利益 百万円、経常利益 百万円、四半期純

利益 百万円となりました。なお、セグメントの業績につきましては、当社は、医療情報システム事業の単一

セグメントであるため、セグメント別の記載を省略しております。 

  

(2) 財政状態の分析 

（資産） 

 当第３四半期会計期間末の総資産につきましては、前事業年度末と比較して 百万円増加し、 百万

円となりました。主な要因は、現金及び預金 百万円の増加、売上債権 百万円の増加、投資有価証券

百万円の減少、及びたな卸資産 百万円の減少によるものであります。 

（負債） 

 当第３四半期会計期間末の負債につきましては、前事業年度末と比較して 百万円減少し、 百万円とな

りました。主な要因は、仕入債務 百万円の増加、未払法人税等 百万円の減少、及び流動負債「その他」に

含まれる未払金 百万円の減少によるものであります。 

（純資産） 

 当第３四半期会計期間末の純資産につきましては、前事業年度末と比較して 百万円増加し、 百万円

となりました。主な要因は、自己株式 百万円の増加、四半期純利益 百万円及び第43期利益剰余金の配当

金 百万円によるものであります。 

  

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題 

 当第３四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。 

  

(4) 研究開発活動 

 当第３四半期累計期間における研究開発活動の金額は、 百万円であります。 

 なお、当第３四半期累計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。  

第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

２【経営上の重要な契約等】

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】
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 ①【株式の総数】 

 ②【発行済株式】 

該当事項はありません。 

  

  

該当事項はありません。 

  

  

該当事項はありません。 

  

  

   

 当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。  

  

第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

(1)【株式の総数等】

種類 発行可能株式総数（株） 

普通株式  21,952,000

計  21,952,000

種類 
第３四半期会計期間末現在
発行数（株） 

（平成24年７月31日） 

提出日現在発行数（株）
（平成24年９月７日） 

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名 

内容

普通株式  5,488,000  5,488,000

大阪証券取引所 

JASDAQ 

 （スタンダード）  

単元株式数 

100株  

計  5,488,000  5,488,000 － － 

(2)【新株予約権等の状況】

(3)【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

(4)【ライツプランの内容】

(5)【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日 
発行済株式
総数増減数 
（株） 

発行済株式総
数残高（株） 

資本金増減額
（千円） 

資本金残高
（千円） 

資本準備金増
減額（千円） 

資本準備金残
高（千円） 

 平成24年５月１日 
～平成24年７月31日  

―   5,488,000 ―  847,400 ―   1,010,800

(6)【大株主の状況】
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 当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の内容が確認できないため、記載する

ことができないことから、直前の基準日（平成24年４月30日）に基づく株主名簿による記載をしております。 

  

①【発行済株式】 

  

②【自己株式等】 

  

  

 前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期累計期間末までにおいて、役員の異動はありません。  

  

  

  

  

(7)【議決権の状況】

  平成24年７月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 ― ― ― 

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ― 

議決権制限株式（その他） ― ― ― 

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式       201,100 ― ― 

完全議決権株式（その他） 普通株式   5,285,800  52,858 ― 

単元未満株式 普通株式     1,100 ― ― 

発行済株式総数        5,488,000 ― ― 

総株主の議決権 ―  52,858 ― 

  平成24年７月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所 
自己名義所有
株式数（株） 

他人名義所有
株式数（株） 

所有株式数の
合計（株） 

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％) 

株式会社 ソフトウェア・

サービス 
大阪市淀川区  201,100 ―  201,100  3.66

計 ―  201,100 ―  201,100  3.66

２【役員の状況】
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１．四半期財務諸表の作成方法について 

 当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。 

 なお、前事業年度は、決算期変更により平成23年５月１日から平成23年10月31日までの６ヶ月間となっているた

め、第３四半期報告書は作成しておりません。したがって、前事業年度の対応する四半期累計期間に係る事項の記載

を省略しております。  

  

２．監査証明について 

 当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間（平成24年５月１日から平成24

年７月31日まで）及び第３四半期累計期間（平成23年11月１日から平成24年７月31日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。 

  

３．四半期連結財務諸表について 

 当社では、子会社（１社）の資産、売上高、損益、利益剰余金及びキャッシュ・フローその他の項目から見て、当

企業集団の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する合理的な判断を誤らせない程度に重要性が乏

しいため、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第64号）第５条第２

項により、四半期連結財務諸表は作成しておりません。 

  

第４【経理の状況】
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１【四半期財務諸表】 
(1)【四半期貸借対照表】 

（単位：千円）

前事業年度 
(平成23年10月31日) 

当第３四半期会計期間 
(平成24年７月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,453,881 4,683,509

受取手形及び売掛金 1,186,640 1,374,400

商品 166,258 132,234

仕掛品 144,897 153,884

その他 197,960 143,838

貸倒引当金 △7,232 △7,443

流動資産合計 5,142,406 6,480,424

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） ※  1,216,239 ※  1,149,812

構築物（純額） 18,412 17,131

工具、器具及び備品（純額） 86,047 78,209

土地 1,629,652 1,629,652

建設仮勘定 483,000 483,830

有形固定資産合計 3,433,352 3,358,636

無形固定資産 8,435 6,170

投資その他の資産   

投資有価証券 291,801 95,247

関係会社株式 20,000 20,000

その他 166,358 141,294

投資その他の資産合計 478,159 256,542

固定資産合計 3,919,948 3,621,348

資産合計 9,062,355 10,101,773

負債の部   

流動負債   

買掛金 384,945 643,860

未払法人税等 477,852 389,418

前受金 153,745 152,348

その他 444,338 260,941

流動負債合計 1,460,882 1,446,568

負債合計 1,460,882 1,446,568

純資産の部   

株主資本   

資本金 847,400 847,400

資本剰余金 1,010,800 1,010,800

利益剰余金 5,899,488 7,037,263

自己株式 △162,180 △248,460

株主資本合計 7,595,508 8,647,002

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 5,964 8,201

評価・換算差額等合計 5,964 8,201

純資産合計 7,601,472 8,655,204

負債純資産合計 9,062,355 10,101,773
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(2)【四半期損益計算書】 
【第３四半期累計期間】 

（単位：千円）

当第３四半期累計期間 
(自 平成23年11月１日 
 至 平成24年７月31日) 

売上高 8,265,679

売上原価 5,467,326

売上総利益 2,798,353

販売費及び一般管理費 567,042

営業利益 2,231,310

営業外収益  

受取利息 3,047

受取配当金 143

投資有価証券評価益 750

その他 3,187

営業外収益合計 7,127

営業外費用  

その他 262

営業外費用合計 262

経常利益 2,238,175

特別損失  

固定資産除却損 288

特別損失合計 288

税引前四半期純利益 2,237,886

法人税、住民税及び事業税 848,667

法人税等調整額 91,339

法人税等合計 940,006

四半期純利益 1,297,879
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 当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期累計期間に

係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。 

      
  

  

【追加情報】

当第３四半期累計期間
（自 平成23年11月１日 
至 平成24年７月31日） 

（法人税率の変更等による影響） 

 「経済社会の構造の変化に対応した税制の構築を図るための所得税法等の一部を改正する法律」（平成23年法律第

114号）及び「東日本大震災からの復興のための施策を実施するために必要な財源の確保に関する特別措置法」（平成

23年法律第117号）が平成23年12月２日に公布され、平成24年４月１日以後に開始する事業年度から法人税率の引下げ

及び復興特別法人税の課税が行われることとなりました。これに伴い、繰延税金資産及び繰延税金負債の計算に使用す

る法定実効税率は従来の40.6％から、平成24年11月１日に開始する事業年度から平成26年11月１日に開始する事業年度

に解消が見込まれる一時差異については38.0％に、平成27年11月１日に開始する事業年度以降に解消が見込まれる一時

差異については35.6％となります。なお、この税率変更による影響は軽微であります。  

【注記事項】

（四半期貸借対照表関係）

前事業年度 
（平成23年10月31日） 

当第３四半期会計期間 
（平成24年７月31日） 

※  有形固定資産に係る国庫補助金の受入れによる圧縮

記帳累計額は、建物 千円であります。 9,806

※           同左 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

  （単位：千円）

項目 
当第３四半期累計期間

（自 平成23年11月１日 
至 平成24年７月31日） 

減価償却費  98,142
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当第３四半期累計期間（自平成23年11月１日 至平成24年７月31日） 

(1) 配当金支払額  

   
(2) 基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間末後

となるもの 

 該当事項はありません。 

  

(3) 株主資本の著しい変動に関する事項 

   当社は、平成23年12月20日開催の取締役会決議により、会社法第165条第３項の規定により読み替え

て適用される同法第156条第１項の規定に基づき、自己株式 千円を取得し、また単元未満株式の

買取りにより、自己株式 千円を取得しております。 

   この結果、当第３四半期会計期間末において、自己株式は 千円となっております。  

  

当第３四半期累計期間（自平成23年11月１日 至平成24年７月31日） 

 当社は、医療情報システム事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。 

  

    

 １株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

 （注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

  

 該当事項はありません。 

  

  

 該当事項はありません。     

（株主資本等関係）

 （決議） 株式の種類 
配当金の総額
（千円） 

１株当たり配
当額（円） 

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年１月26日 
定時株主総会 

普通株式  160,104  30 平成23年10月31日 平成24年１月27日 利益剰余金

86,250

30

248,460

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

（１株当たり情報）

  
当第３四半期累計期間

（自 平成23年11月１日 
至 平成24年７月31日） 

１株当たり四半期純利益金額 円03銭 245

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円）  1,297,879

普通株主に帰属しない金額（千円）  ―

普通株式に係る四半期純利益金額（千円）  1,297,879

普通株式の期中平均株式数（千株）  5,296

（重要な後発事象）

２【その他】
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該当事項はありません。  

第二部【提出会社の保証会社等の情報】
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当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ソフト

ウェア・サービスの平成23年11月１日から平成24年10月31日までの第44期事業年度の第３四半期会計期間（平成24年５月

１日から平成24年７月31日まで）及び第３四半期累計期間（平成23年11月１日から平成24年７月31日まで）に係る四半期

財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。 

  

四半期財務諸表に対する経営者の責任 

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表

を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正

に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。 

  

監査人の責任 

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。 

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。 

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。  

   

監査人の結論 

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ソフトウェア・サービスの平成24年７月31日現在の財政状態及び同

日をもって終了する第３四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点におい

て認められなかった。 

  
利害関係 

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。 

  

以  上 

  
  

  独 立 監 査 人 の 四  半  期  レ  ビ  ュ  ー 報 告 書    

  平成24年９月４日

株式会社ソフトウェア・サービス 

   取 締 役 会 御 中 
      

  有限責任監査法人 ト ー マ ツ   

  
指定有限責任社員

業 務 執 行 社 員
   公認会計士 木村 文彦  印  

  
指定有限責任社員

業 務 執 行 社 員
   公認会計士 藤井 睦裕  印 

 （注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半

期報告書提出会社）が別途保管しております。 

    ２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。 
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